
第７回信州おもてなし大賞の表彰について 
１ 目 的 
  県内の各地域において、長期的な視野をもって、おもてなしの向上に真摯に取組む企業・団体、個

人の皆さまの光り輝く活動を表彰する。 
 
２ 選考の考え方 
  信州らしさや伝統を大切にし、来訪者に期待以上の感動を与えるような一人ひとりの立場に立った 

おもてなしであること。また、組織内でおもてなしの意識が共有され、継続して実施されることで、 

他の企業・団体・地域のお手本となり波及することが期待される取組みであること。 
 

３ 受賞者 

  信州おもてなし大賞（知事表彰）２団体   

賞  受賞者 取組み内容 

大 賞 

天竜川鵞流峡 

復活プロジェ

クト 

   (飯田市) 

 ○ 放置竹林伐採による景観美化、環境保全、資源再利用の取組み 

放置竹林と不法投棄されるゴミによって荒れてしまった鵞流峡の本来の美し

さを取り戻すため、5 つの復活「鵞流峡の景観」「天竜川への想い」「時又周辺

の賑わい」「地域資源の活用」「人とのつながり」に夢を膨らませながら、竹い

かだ制作、天竜川いかだ下り体験、竹をエネルギーとした薪防災ストーブの活

用、幼竹を原料とした国産メンマ「いなちく」の製造販売、天竜いなちくの収

穫から販売まで地元小学生の目線で自ら考え実行する活動の支援、森林インス

トラクターによる森林塾の開催等、ＳＤＧｓを体現している。 

放置竹林が“いなちく畑（宝の山）”に見えるという発想の転換、地域の方々

のみならず全国から志を共にする仲間と一緒に楽しみながら継続的に持続可能

な活動を行っている。 

 

大 賞 
白馬五竜高山 

植物園 

    (白馬村) 

 ○ いつでも誰でも高山植物と北アルプスの景観を楽しめる環境づくり 

宿泊業を営む地域の方々と協力し、スキー場の夏を利用し通年観光できる場

所として 2000年に開園。北アルプスの景観が間近に見える、標高 1500m超のエ

リアに、300 種以上の色とりどりの高山植物を植栽。希少な高山植物を育成す

る保護拠点園 としての役割も担っている。 

いつでも誰でも高山植物と山岳景観を楽しめるよう、ゴンドラやリフト、植

物園のレイアウト、案内表示、アウトドア用一輪車などユニバーサルデザイン

を取入れている。お客様とのコミュニケーションを大切にし、家族や友人と同

じように接することを心掛け、施設、人、自然、地域を含めた雰囲気作りを社

員全員、地域の方にも協力いただきながら実践している。 

 

特別奨励賞（知事表彰）２団体  

特別 

奨励賞 

学校法人北野学園 
上田女子短期大学 
上田電鉄別所線ガイ
ドボランティアチー
ム       (上田市) 

 ○ 女子学生による袴姿の「別所線」車内沿線ガイド 

2015 年より上田電鉄株式会社の協力のもと別所線にて車内沿線ガイドを

実施。沿線に臨むのどかな田園風景と袴を着た女学生の姿は、明治、大正時

代にタイムスリップしたような非日常な空間を演出、その雰囲気にふさわし

いふるまい、言葉遣い、笑顔、目で見てわかりやすいガイドや解説を心がけ

ている。 

観光客には移動時間も思い出の一つとなるように、地域住民の方々には、

ガイドを通して改めて上田の魅力を知ってほしいという想いを込め、学生な

らではの視点で歴史や旬な観光情報などを紹介している。 

昨年 10 月の東日本台風災害により別所線のシンボル千曲川橋梁が崩落し

たこともあり、ガイド活動が復旧の応援になるよう取り組んでいる。 

 

特別 

奨励賞 

長野県白馬高等 

学校 国際観光科 

(白馬村) 

 ○ 白馬村・小谷村と連携したボランティア活動 

2016 年に全国から生徒を募集する国際観光科を開科。以降、地域と協働

した学びにより、「白馬で成長した生徒が、この地域を支え、あるいは世界

を舞台に活躍し、その姿を見た生徒がまた白馬に集う」好循環を永続的に生

み出せる学校を目指し、両村と協働した活動を行っている。イベント等にボ

ランティアとして積極的に協力し高校生パワーを発揮。地域特性として、観

光客向けのイベントが四季を問わず多くあり、海外からの観光客だけでなく

外国人居住も多いため、英語によるアナウンスが必要なことが多く、「白馬

高生がいなければ成り立たない」と感謝されている。地元の人と直に触れ合

うことで生徒たちが自分の居場所を見つけ、地域に愛着を持つようになって

きている。 

 

（各賞五十音順） 

（別紙） 



奨励賞（信州キャンペーン実行委員会長表彰）３団体 

奨励賞 
ＮＰＯ法人 

「信州ええっこ村」 

(青木村) 

 ○ 農村体験受入を 15年継続し青少年の健全育成に寄与 

2015 年から国内外の青少年を農家に招き入れ、地域の伝統文化、自然の

素晴らしさ、食べ物の大切さを伝え、青少年の健全育成に寄与する活動を続

ける。まるで自分の家で過ごしているようにリラックスした状態で過ごせる

環境を整えるとともに、受け入れ側も楽しんで交流することを心がけ、生活

に張り合いができている。会員間で情報共有できる仕組みにより、年々おも

てなしの精度も上がっている。交流後に、二度三度と、家族で青木村や受入

世帯を訪れる子もおり、リピーターをつくることで青木村ファンを増やし、

地域の活性化に繋げている。 

 

奨励賞 

駒ヶ根高原 

「幸せの森」 

ブライダル協会 

(駒ヶ根市) 

 ○ 異業種連携、産学連携による結婚式プロデュースでおもてなし 

2012 年に駒ヶ根市内のブライダルに関係する業者が業種の違いを超え、

駒ヶ根高原を「幸せの森」ブライダルの聖地にするべく団体を立ち上げ。駒

ヶ池にハート型のカップルシートを設置、挙式者に「幸せの森住民票」発行

のセレモニーを実施、挙式後 1年間の宿泊施設や飲食店の割引サービス等に

より「第二の故郷」としてリピーターが増加中。 

地元高校の地域実践授業（年 52 時間）と連携し、ブライダル関連のプロ

フェッショナルによる授業と、結婚式のプロデュースを通じて、夫婦や家族

の大切さ、将来設計を学ぶ場となっている。地元観光協会とも連携し、中央

アルプス千畳敷での結婚式を人気イベントとして定着させる等、駒ヶ根高原

全体を盛り上げている。 

 

奨励賞 
千曲市ボランティア

ガイド 

「楽知会」(千曲市) 

 ○ 「楽しく知る」を 12年続ける観光ボランティアガイド 

千曲市主催の「千曲市を楽しく知る講座」受講者を中心に、『故郷のこと

をもっと知りたい、自分が受けた「郷土への感動」を地元の人や、この地を

訪れる人にお伝えしたい』との気持ちが高まり、2007年「楽知会」が発足。

会員数 33 名、平均年齢 68 歳が、「月の都の案内人」と称して観光ガイド活

動を年間約 200 回実施。近年では JR やしなの鉄道の関連ツアーでも「おも

てなし」ガイドを担当し、日本三大車窓である姨捨駅の魅力を多くの観光客

に伝えている。 

月 1回の勉強会や県内外の観光地ガイド団体との交流で研鑚を重ね、年配

者には生きがいに、若い人には自分の「故郷」を好きになるような『良いと

こ探し』の活動としている。 

 

４ 選考経過 

（１） 募集期間  令和元年８月１日（木）～令和元年 10月 31日（木） 

（２） 応募件数  計 16件 

（３） 事務局にてヒアリング後、第１次選考を実施 

（４） 第７回信州おもてなし大賞選考委員会（２次選考）  

開催日：令和２年２月 14日（金） 

審査員  

人とホスピタリティ研究所代表   高野 登 

九州国際大学現代ビジネス学部教授 福島 規子 

（一社）軽井沢観光協会事務局次長 新宅 弘惠 

料理研究家            横山タカ子 

長野県教育委員会教育次長     三輪 晋一 

（一社）長野県観光機構専務理事  野池 明登 

長野県観光部長          中村 正人 

 


